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典

十
六
日
　
町
民
会
館

教
育
功
労
者
の
表
彰

本
年
度
の
学
確
教
育
功
労
者
は
、
頃

末
小
学
校
末
長
大
村
　
勉
先
生
、
同

相
教
頭
白
石
孝
雄
先
生
、
同
棲
相
木

ト
シ
ヱ
先
生
の
三
名
で
あ
り
ま
し
た

満
足
に
基
く
†
五
年
以
上
当
町
の
学
校

で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
玖
表
彰

状
は
、
三
氏
同
文
で
の
ま
す
。

表
彰
状
文
（
写
）

ク
あ
な
た
は
多
摩
京
町
教
育
職
韓
と

し
て
勤
務
さ
れ
、
国
同
数
育
豊
彦
た

る
埼
務
教
育
の
推
進
に
努
力
せ
ら
れ
併

せ
て
地
域
社
会
の
育
成
教
化
に
尽
締
せ

ら
れ
、
本
町
の
教
育
振
興
に
帯
与
せ
ら

れ
た
劫
柵
は
誠
に
撃
で
あ
り
ま
す
。

よ
ゥ
て
こ
こ
に
記
念
品
を
贈
り
之
を
表

彰
し
ま
す
〃

水
巻
町
教
等
輯
会

社
会
教
育
功
労
彰
の
受
鱒
者
雌
、
町
婦

人
会
畏

小
林
直
子
さ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
状
文
（
写
）

ク
あ
な
た
は
、
主
人
を
集
わ
れ
た
後

女
の
手
一
つ
で
家
業
に
励
み
、
子
女
の

教
育
に
努
め
ら
る
る
と
共
に
、
田
和
二

†
二
年
以
来
十
数
カ
年
の
長
者
に
東
り

嘲
彿
人
魚
の
会
長
、
副
会
長
等
の
要
職

を
果
し
、
を
の
聞
家
庭
の
悪
条
件
を
克

服
し
乍
ら
、
献
身
的
婦
人
会
の
仕
事
に

没
頭
し
、
よ
く
永
年
の
教
職
経
験
を
生

か
し
て
、
会
の
統
制
、
薄
常
を
完
う
し

婦
人
の
散
発
や
刑
位
の
向
上
を
図
り
、

今
日
の
太
田
婦
人
会
の
基
礎
を
確
賞
せ

ら
れ
た
。
そ
の
劫
積
は
誠
に
蹄
著
で
あ

り
ま
す
。
よ
ゥ
て
こ
こ
に
記
念
品
を
贈

り
之
を
表
彰
し
ま
す
。
〃
摘
爛
椚
珊

水
背
耶
教
雲
員
轟

少
年
善
行
彰
の
受
彰
者
は
玉
名

て
古
沢
勝
考
と
弟
の
隆
胃
（
東
現

高
校
一
年
生
と
水
中
二
年
生
）
で
は
、

‥
リ
ク
胃
等
口
第
は
五
年
前
父
の
病
魔
に

犯
さ
る
る
や
、
子
供
な
が
ら
に
敢
然
と

し
こ
た
ち
上
り
、
母
の
家
業
を
助
け
、

病
の
父
を
な
そ
さ
め
、
よ
く
家
計
の
転

換
に
協
力
し
、
家
旺
和
楽
の
中
心
と
し

二
、
水
中
三
年
生
（
古
賀
区
）

武
田
　
共
子
さ
ん

ク
あ
な
た
は
、
不
華
に
し
て
、

三
年
前
母
を
失
い
、
爾
後
よ
く
父

を
助
け
、
弟
妹
を
い
た
わ
の
、
洗

濯
、
炊
事
尊
家
革
万
端
を
一
人
で

切
の
喜
わ
し
、
学
校
に
在
り
て
は

級
友
の
信
望
も
篤
く
成
績
も
亦
優

秀
で
あ
る
。
そ
の
行
為
、
そ
の
人

物
以
て
他
の
顆
範
と
す
る
の
で
こ

こ
に
之
を
表
彰
す
る
〃

水
巻
ま
っ
り
実
行
巻
貝
長

・
丙
　
尾
　
　
　
珂

水
草
即
碑
少
年
渦
動

推
元
会
長

栗
　
川
　
正
　
雄

三
、
水
中
三
年
生
（
高
尾
区
）

佐
藤
　
亦
一
胃

ク
雷
は
劫
に
し
て
父
の
戦
死
に

通
い
、
母
の
手
一
つ
に
育
て
ら

れ
、
貧
困
に
耐
え
逆
確
を
克
服
し

母
に
孝
喪
を
つ
く
し
、
弟
妹
を
い

た
わ
の
ヽ
交
替
管
子
供
会
の
会

長
に
推
さ
れ
て
は
よ
く
級
友
を
指

導
し
、
常
に
率
先
し
て
余
の
撼
蟹

を
推
進
し
、
殊
に
子
供
公
憫
造
り

に
は
、
献
身
的
な
努
力
を
つ
い
け

て
遂
に
完
成
を
見
に
。
そ
の
人

物
、
そ
の
行
為
以
て
他
の
構
範
と

す
る
に
足
る
の
で
、
こ
こ
に
こ
れ

を
表
彰
す
る
〃

水
巻
ま
つ
り
実
行
等
昂
長

西
　
尾
　
　
　
同

水
準
附
帯
少
年
滞
動

推
進
会
長

票
　
川
　
正
　
Ｈ
雄

て
靖
鮪
今
日
に
及
ん
で
漸
く
家
運

の
挽
回
を
見
た
。

而
も
向
学
心
旺
盛
に
し
て
学
業
成

縄
も
亦
曜
発
で
ち
雪
そ
の
人
そ

の
行
為
以
て
梶
範
と
す
る
に
足
る

の
で
こ
こ
に
こ
れ
驚
表
彰
す
る
〃

蛮
ま
つ
り
実
行
等
韓
長

丙
　
尾
　
　
司

水
琴
附
帯
少
年
溝
釘
推
逸
会
長

四
、
机
小
学
校
六
銀
座
（
古
賀
区
）

井
上
　
敏
男
宕

ク
胃
は
助
に
し
て
父
を
失
い
、
母
の

手
一
つ
に
育
て
ら
る
る
や
、
小
学
三
年

の
頃
か
ら
、
暑
さ
に
負
け
ず
、
寒
さ
に

め
げ
ず
、
新
聞
配
達
を
す
る
こ
と
四
カ

年
、
そ
の
間
苦
し
い
家
計
を
助
け
、
母

に
挙
賽
を
尽
し
、
校
監
甘
て
は
級
友

の
棋
術
と
し
て
借
詔
を
無
め
て
い
る
を

の
人
物
、
そ
の
行
為
以
て
他
の
模
範
と

す
る
に
足
る
の
で
、
こ
こ
に
こ
れ
を
表

彰
す
る
〃

水
巻
ま
つ
り
実
行
萎
面
長

西
　
尾
　
　
詞

水
巻
耶
青
少
年
過
勤
推
進
会
長

粟
　
ｍ
二
正
　
雄

水
中
二
年
生
　
古
　
沢
　
君

文
芸
集
は

十
月
中
に
て
応
務
投
稿
を
〆
切
の
、

短
編
小
説
選
者
　
劉
寒
再
先
生（

小
食
市
）

詩
（
自
由
）
能
美
千
秋
先
生

（
東
粥
櫻
高
）

煽
歌
　
ク
　
白
石
禎
輔
先
生

（
策
現
高
校
）

俳
句
　
ク
　
河
野
静
空
室（

太
宰
府
）

で
供
薫
厳
選
の
結
果

「

小

説

で

は

．

第
一
位
「
与
四
郎
覚
え
き
」

下
二
郎
住
　
山
田
　
時
雄

第
二
位
「
モ
グ
ラ
」

市
貿
区
　
　
大
脇
　
革

（
紙
面
都
合
に
よ
り
太
文
略
す
）

二
、
腋
由
綺

第
一
滞
　
ク
と
な
り
の
老
英
婦
〃餃子1－

展
示
会

（
彩
友
畠
論
策
会
）
水
巻
ま
つ
り
展

一
変
ハ
も
年
ご
と
進
展
を
つ
ゞ
け
て
来
た

が
、
本
年
は
従
来
の
水
巻
的
文
化
祭
を

水
巻
ま
つ
り
と
改
め
て
一
括
行
革
と
し

た
革
で
も
あ
り
、
公
尾
鰭
文
化
サ
ー
ク

ル
の
一
翼
と
し
て
生
れ
に
．
彩
友
余
の

名
の
も
と
に
同
好
者
の
つ
ど
い
で
あ
る

こ
の
金
串
た
ち
も
、
絵
園
を
通
じ
て
、

酌
の
脛
敦
的
な
同
を
細
介
し
交
将
来
に

捜
す
と
い
う
思
い
つ
き
の
も
と
に
、
ま

ず
本
年
は
音
慶
敷
〃
を
坂
り
上
げ
て

各
静
寂
材
に
た
ち
ま
わ
り
、
過
去
半
年

の
精
弗
を
ま
と
め
上
げ
て
、
上
市
時
代

か
ら
大
正
年
間
に
雪
舟
水
巻
の
あ
ゆ
み

を
、
訂
轟
逸
な
挿
線
と
丹
精
な
色
彩

を
も
っ
て
㌢
リ
ー
ズ
式
に
公
開
し
水
巻

ま
つ
り
些
尖
の
悪
幾
を
一
層
ふ
か
め

だ
。四

品
者
は
十
四
人
、
水
巻
め
や
り
の

シ
リ
ー
ズ
（
慣
属
撃
は
三
十
枚
点
、

外
一
抑
取
材
出
品
三
十
点

車

遺

展

示

会

．
革
遭
畢
不
弁
雪
面
に
分
け
て
、
一
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常
行
者
に
対
し
て
の
感
紺
状
も

密
田
三
の
葦
氏
へ
贈
ら
れ
た

そ
の
内
容
等
は
次
の
通
幻

（
願
文
写
）

感
　
謝
　
状

安

永

信

夫

殿

昭
和
二
手
年
六
日
以
来
、
匿
名
で

毎
日
本
田
柁
場
内
二
カ
所
に
、
桐

木
鉢
を
飾
り
磯
風
嫌
な
庁
禽
を
色

ど
玖
概
観
は
劾
輸
、
す
さ
み
勝

ち
な
町
民
の
心
を
共
げ
窓
口
を
明

る
く
さ
れ
て
お
る
か
く
れ
た
寓
行

者
が
賛
殿
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

ま
こ
と
に
願
桝
に
堪
え
ま
せ
ん
、

依
っ
て
正
に
紀
食
品
を
贈
り
謝
意

を
表
し
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
†
六
日

水
韓
的
長
　
岡
　
尾
　
司

軍
商
　
ク
硬
の
ま
ど
い
〃

市
営
部
落
　
末
次
頼
子

要
義
　
ク
村
祭
り
〃

市
質
部
落
　
末
次
澄
ナ

佳
作
一
席
　
ク
た
く
あ
ん
〃

密
田
ノ
一
　
満
巣
　
那
賀

努
力
賞
及
び
二
席
　
ク
硬
と
霧
〃

ク
こ
が
ら
し
〃

市
田
ノ
三
　
鈴
木
　
昭
夢

ク
　
三
愕
　
ク
春
の
芽
ク

片
山
区

角
　
穐
毅

三
、
短
　
　
歌

集
一
席

萱
に
轡
を
読
む
声
は
二
人
に
て

硬
さ
り
ひ
び
か
ふ
侶
親
ら
し
き

古
賀
区
　
川
口
　
虎
月

第
二
席

ほ
ほ
染
め
て
恥
ぢ
ら
い
屠
り
し
君

の
こ
と
下
心
想
い
つ
ゝ
炭
兢
押
し

行
く

混
雅
荘
　
稲
原
　
浩
兜

等
一
南

天
毅
の
支
え
の
枠
を
次
ぎ
！
＼
と

鞘
被
の
煩
抗
過
を
伸
び
行
く

明
映
寮
　
田
上
蓉
眠
子

佳
作
一
席

ふ
為
さ
と
の
裏
山
見
砂
る
こ
の
炭

砿
に
移
盟
苛
て
十
年
を
百
品

鯉
口
区
　
内
田
　
童
風

二
席枯

れ
遠
は
が
っ
く
り
折
れ
し
沼
の

面
の
薫
を
た
た
き
秋
の
雨
ふ
る

百
貨
区
　
川
口
　
虎
月

四
、
俳
　
　
句

天
　
位

水
桶
に
あ
る
ま
ゝ
硬
の
菊
薫
る

慣
　
末
　
村
上
　
汀
乙

地
　
位

朝
寒
の
灯
と
も
す
店
へ
小
走
に

中
央
区
　
花
田
　
騎
郎

人
　
位

狗
尾
草
警
一
等
心
定
ま
ら
ず

下
二
校
　
中
野
　
寿
子

佳
作
一
屑

糸
菊
の
ま
ど
か
な
月
に
形
ゆ
る
る

机
社
宅
　
贋
島
　
初
女

遠
六
十
数
点
出
品
、
池
坊
、
専
疋
池
の
一
九
「
、
丹
精
の
こ
も
っ
た
展
示
が
さ
れ
速

坊
、
青
山
流
、
御
生
冊
と
客
間
儀
そ
れ
百
多
く
の
参
裡
人
で
盛
大
を
締
め
に
。（猪熊校一年生の舌切雀）

演
芸
会

十
六
日
．
町
民
会
館

式
典
を
終
え
て
直
ち
に
少
年
戦
前
に
移

り
、先

ず
人
形
劇
で
議
を
切
り
、
頃
来
校

の
校
歌
（
リ
ズ
ム
）
捌
め
こ
胃
数
十
名

が
田
地
し
、
十
八
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
㌢

文
辞
蹄
も
水
中
三
年
生
井
上
妙
子
き

ん
の
ク
文
化
の
日
に
寄
せ
て
〃
と
慰

し
て
朗
々
と
現
代
報
道
閲
の
社
会
同

時
に
青
少
年
に
関
す
る
点
と
、
社
会

人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
強
い
批
判
的

翰
旨
℡
述
べ
感
銘
を
与
え
た
。

ニ
牒コ

ス
モ
ス
や
酷
と
ぎ
れ
し
ま
ゝ
梨

し
　
曽
田
ノ
三
　
岡
部
　
落
村

三
席夕

霧
の
ま
と
う
硬
山
轟
る

机
社
宅
　
原
島
　
初
女

四
席宿

直
の
独
身
教
師
秋
刀
魚
焼
く

下
二
枚
　
中
野
　
寿
子

五
席秋

声
レ
韓
を
な
ら
べ
て
官
圃
帽

高
尾
　
　
宮
坂
　
雨
仏

六
摺碑

巴
に
ふ
る
み
ち
の
こ
り
机
住
め

り
ｌ

明
快
安
　
田
上
春
眠
子

尚
、
九
日
の
文
飾
一
産
誹
会

町
民
余
館
日
本
間
に
て
小
説
、
持
、
和

歌
、
俳
句
等
の
出
品
者
や
学
薫
風

な
ど
関
心
の
深
い
万
人
の
参
集
と
な
っ

だ
が
、
町
全
体
を
ひ
っ
く
る
め
だ
文
芸

面
で
、
文
化
祭
文
芸
と
し
て
鞘
足
以

来
過
去
数
カ
年
の
足
あ
と
を
ふ
玖
返

聖
文
将
来
へ
の
顎
展
に
つ
い
て
遠
投

的
な
意
見
の
変
換
が
も
た
れ
た
。

特
に
俳
句
に
つ
い
て
も
将
来
水
草
町

吊
句
会
と
い
う
ふ
う
な
姿
で
極
め
て
普

へ
ん
的
で
平
易
な
気
持
の
も
と
に
お
互

い
に
糟
泡
し
行
く
事
が
坂
り
上
げ
ら

れ
、
出
来
れ
ば
十
二
月
中
に
で
も
一
応

会
合
し
て
具
体
策
を
協
轡
レ
よ
う
と
い

う
革
に
満
場
一
決
し
た
。

尚
、
癖
談
余
を
終
り
、
全
出
品
句
に

つ
い
て
の
互
選
句
会
が
開
か
れ
た
が
、

順
位
は
次
の
通
り

天
位
　
毒
見
同
軍
っ
な
ず
き
合
う
が
気

が
か
り
な

古
賀
区
　
川
口
　
虎
月

地
位
苦
草
子
の
万
年
床
に
冬
来
る

鯉
口
区
　
橘
　
美
顆
子

人
位
　
コ
′
モ
ス
や
酪
と
ぎ
れ
し
ま
ゝ

楽
し

肯
田
ノ
三
　
間
部
痢
村

弓
道
大
会

九
日
午
前
十
時
よ
り
水
巻
弓
場
（
町
民

会
館
広
場
）
に
て
、
四
拾
数
名
囲
沸
、

第
一
回
水
巻
ま
つ
り
弓
適
大
会
が
有
段

者
と
熊
段
者
の
ｌ
蔀
で
龍
野
が
進
め
ら

れ
に
。
成
績
は
次
の
涌
り

有
段
者
の
部

一
位
（
四
段
）

二
位
（
三
段
）

三
位
（
抑
段
）

姦益高森霞毘
′‾ヽ　　（

三　ク
段
）　　　　）毎拍昌

ｌＥ糸和築石宮大永飯
Ｌｕ

砂（田　　柵原塚尾野
（　　　（　　　（　　　（　　′－ヽ

ク　ク　ク　ク　－・才臣㌶
）等））））））暫

無
段
者
の
部

十九八七六五四三二一
金

的位位位位位位仕位位他

西
　
田

松
　
田

築
（
昌
）

本
田
（
車
）

安
　
永

高
　
増

（
折
尾
苦

（
高
　
尾
）

二
　
砿
）

（
ク
　
）

（
役
　
場
）

（
一
砿
）

林
崎
（
折
尾
碧
）

本
田
（
マ
）
　
（
曽
田
ノ
一
）

白
　
石
　
（
君
田
ノ
二
）

飯
　
尾
　
（
役
　
場
）

熊
野
四
段
、
石
岡
三
段
、
本
田
（
車
）

尚
、
官
陳
初
段
子
息
好
斡
（
己
へ
敢
斗

鯖
が
増
わ
れ
に
。

又
、
水
琴
弓
通
同
好
会
と
し
て
は
準
星

後
日
あ
き
く
今
後
の
精
進
が
塑
冒
れ

て
い
る
。

第
一
回
水
巻
ま
つ
り

の
行
撼
先
陣
は
虐
斑

と
共
に
、
公
民
館
に

て
開
催
さ
れ
み
録
脚

大
会
で
、
町
内
各
派

の
方
が
窓
用
嘗
れ
、

連
吟
、
什
舞
、
Ⅴ
椰

子
、
房
子
、
独
吟
と

市
色
物
た
か
な
う
ち

に
妙
味
た
っ
ぷ
り
な

洞
輿
を
く
り
ひ
ろ
げ

た
。

【
写
真
は
琳
叫
子
隅

々
の
一
こ
ま
】
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☆　　－　☆

記

念

講

演

会

と

映

画

会
☆　　　☆

水
草
ま
っ
り
の
舵
恵
舘
演
と
映
間
の
会

は
十
一
月
二
十
五
日
（
柵
師
の
都
合
で

遅
れ
た
）
町
民
会
館
日
本
間
で
、
多
く

の
婦
人
層
の
拙
膵
で
傭
う
さ
れ
た
。

諦
師
に
は
、
中
間
市
聞
部
マ
イ
カ
株
式

会
誓
嘉
岡
部
久
米
蔵
氏
を
招
き
、
ま

萱
千
一
年
二
月
中
旬
よ
り
、
翌
年

四
月
中
旬
ま
で
五
カ
月
間
、
米
欧
中
近

東
、
印
度
と
、
二
十
七
カ
国
を
訪
問
さ

れ
た
中
か
ら
、
主
に
各
国
民
の
習
性
、

物
革
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
蘭
か

さ
れ
た
。

欧
米
通
性
の
緒
く
一
般
的
な
女
鹿
尊
敬

の
面
で
の
例
酷
で
は
し
ば
し
ば
婦
人
方

の
バ
ク
笑
が
起
っ
た
。

日
本
人
は
他
人
（
相
手
方
や
長
上
）
を

由
心
と
し
た
考
え
で
の
椿
き
方
を
し
て

来
た
徴
だ
が
、
外
人
は
総
べ
て
自
分
を

中
心
と
し
て
他
を
考
え
る
と
い
っ
た
輝

き
方
で
あ
る
。
贈
り
物
、
料
理
、
子
供

の
紺
介
、
等
ま
憲
、
一
段
と
高
く
評

価
税
関
を
も
ゥ
て
相
手
方
に
ひ
ろ
う
す

ｔ
聖
文
す
べ
て
割
り
切
っ
た
物
の
考
え

方
が
日
本
人
に
と
ゥ
て
は
一
寸
驚
き
入

る
場
合
も
あ
る
が
、
一
応
も
っ
と
も
な

気
も
す
る
と
い
う
例
蹄
で
、
西
ド
イ
ツ

の
ク
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
〃
の
果
物
店
で

林
ゴ
を
選
択
し
て
い
た
ら
、
つ
き
飛
ば

き
れ
た
「
ま
だ
お
金
を
払
っ
て
い
な
い

か
ら
、
自
分
（
盾
の
品
物
だ
。
手
を

ふ
れ
る
串
は
出
来
ぬ
、
お
金
を
払
っ

て
貰
え
ば
啓
っ
こ
と
も
あ
な
た
の
膵
手

又
ギ
リ
シ
ャ
人
の
埠
省
も
英
語
の
出
来

る
ガ
イ
ド
を
賄
っ
て
、
新
鮮
な
輿
物
を

貰
い
に
案
内
し
て
謙
っ
た
が
、
恩
に
き

て
輿
物
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
与
え
る
主

だ
」
と
育
う
覇
で
あ
っ
た
。

独
い
っ
民
族
は
確
実
彗
そ
し
て
統
制

さ
れ
、
交
統
制
さ
れ
た
が
る
民
撰
健
が

あ
る
．
こ
の
点
特
に
世
界
一
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

人
の
私
の
分
よ
り
多
い
位
坂
幻
、
サ
ン

キ
ュ
ウ
を
遂
挙
し
て
お
っ
た
が
、
別
れ

る
時
に
は
、
初
め
の
的
東
金
以
外
に
お

金
を
興
れ
と
い
う
、
品
物
を
頂
い
た
寧

は
あ
な
た
の
御
し
ん
切
と
し
て
頂
戴
す

る
が
、
・
時
間
は
私
の
万
で
迷
惑
し
た
か

ら
、
そ
れ
だ
け
の
お
金
を
呉
れ
ろ
と
言

う
全
く
割
り
切
っ
た
考
え
方
に
よ
る
、

正
し
い
要
求
で
も
あ
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
面
白
い
階
の
中
に
一
応
の
真

理
が
伺
わ
れ
た
。
請
師
関
都
さ
ん
の
著

書
ク
世
界
み
た
ま
ま
聞
い
た
ま
ま
〃
に

細
大
も
ら
さ
ず
記
さ
れ
て
い
る
（
市
販

詰
三
二
〇
円
）
の
で
詳
隣
す
る
。

一
次
い
で
映
圃
会
で
は
、
衆
初
槽
耶
の

持
参
さ
れ
た
も
の
を
映
写
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
時
間
（
婦
人
の
夕
食
熔

傭
）
が
退
く
笹
心
か
ら
と
渡
り
ょ
さ
れ

て
中
止
と
な
り
劇
映
画
ク
異
母
兄
弟
〃

の
み
上
映
さ
れ
、
戦
酌
の
日
本
軍
国
主

厳
か
ら
、
終
戦
に
よ
る
混
乱
抑
に
お
い

て
の
、
元
也
賢
の
一
家
を
簡
写
し

て
、
大
家
の
主
人
と
女
中
、
正
章
の
芋

と
、
後
の
子
と
の
違
っ
た
扱
い
等
、
現

代
と
し
て
は
一
寸
考
え
ら
れ
な
い
棟
相

が
紹
介
さ
れ
批
判
的
な
轍
ご
た
え
の
あ

る
映
画
で
あ
っ
た
。

柔

【
柔
道
】

一
般
の
部

一
位

二
位

二
転

畠
中

白
狙

森
木

村
本

滑
川

金
城

川
越

安
部

山
内

叉
宙
（
函
甲
）

璽
根
（
南
中
）

政
啓
（
水
中
）

撫
雄
（
南
中
）

鈍
広
（
水
中
）

【
剣
道
】

二
、
三
段
の
部

一
位
　
太
田

二
位
　
花
田

三
位
　
永
野

四
位
　
松
井

初
段
以
下
の
部

一
位
　
太
田

二
位
　
井
上

二
桁
　
紘
丸

折
尾
寮
草
対
－
水
巻
田
の
成
績

溢
媒
　
　
　
水
巻

○
熊
木
　
　
×
近
廊

○
長
田
　
　
×
松
丸

○
北
崎
　
　
×
井
上

卓
　
球
　
大

水
ま
き
ま
っ
り
体
育
行
革
の
先
隅
を
う

け
た
卓
球
大
金
は
、
水
中
体
育
館
で
午

酌
九
蹄
よ
り
開
始
さ
れ
九
餌
体
六
十
名

を
数
え
る
参
加
者
で
盛
大
を
妬
め
た
。

特
に
本
年
は
中
学
生
の
参
加
が
め
だ

ち
関
係
者
を
苗
ば
せ
た
。

成
練
は
次
の
通
の
「
入
賞
は
二
倍
ま

で

×
山
崎
　
　
○
太
田
　
一

○
池
上
　
　
×
村
井

×
八
尋
　
　
○
花
田

【
○
捗
×
負
】

四
対
二
で
栴
環
の
捗

会
　
十
百
百
水
中
体
育
館

団
体
戦
（
分
館
、
職
域
、
日
炭
関
係

は
部
単
位
と
し
た
）

一
位
　
役
場
チ
ー
ム

二
位
　
蔑
分
館

個
人
戦

男
子
の
部

一
位
　
山
本
林
太
郎
（
机
）

二
位
　
白
木
　
栴
放
（
机
社
窄
）

女
子
の
部

一
位
　
養
沢
　
八
重
（
下
二
）

二
位
　
璧
芽
　
己
癌
（
机
）

中
学
生
の
部

少
年
相
撲
の
部

好
天
に
蔑
ま
れ
、
十
六
日
の

水
中
土
儀
に
各
小
中
学
校
よ

り
つ
ぶ
よ
り
の
撃
が
そ
れ

ぞ
れ
母
校
の
名
常
を
一
身
に

担
い
川
場
、
参
徴
人
も
大
多

数
の
児
豊
と
大
人
で
ひ
し
め

い
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

小
学
校
の
郡

団
体
戦
一
位
　
下
ｌ
療

二
位
　
机
　
校

三
位
　
頃
末
校

ク
・
請
願
校

個
人
戦

中
学
生
の
部

一
位
　
滑
川
（
南
中
）

二
位
　
鶴
井
（
水
中
）

三
位
　
金
城
（
南
中
）

四
位
　
佐
々
末
（
水
中
）

小
学
生
の
部

一
位
　
南
富
（
下
二
校
）

二
位
　
山
崎
（
下
ニ
）

三
位
　
除
浦
（
机
　
校
）

【
写
真
は
中
学
生
の
と
り
く

み
風
景
】

十
二
月
十
日
は
一
九
四
八
年
バ
リ
ー
の

国
際
遅
合
縁
会
で
世
界
入
棺
貫
首
が
採

．
択
さ
れ
て
丁
度
十
年
目
で
あ
り
ま
す

が
、
其
の
起
り
を
申
し
ま
す
と
第
二
次

世
界
大
戦
中
ル
大
統
領
竺
九
ｍ
二
年

の
年
頭
教
書
で
言
輸
と
倍
数
の
自
由
及

び
欠
乏
と
恐
怖
か
ら
の
自
由
の
確
保
が

世
界
平
和
の
上
の
重
要
な
日
額
で
あ
る

と
声
明
し
て
、
其
の
勝
頼
多
の
曲
折
を

経
て
一
九
四
六
年
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ

た
第
一
回
経
済
社
会
碁
会
は
入
梅
問

題
の
毅
慣
輝
傭
賓
鶉
金
再
任
命
し
、
世

界
人
権
懸
葦
の
起
草
に
締
苧
し
故
人
の

塗
等
つ
い
だ
ル
氏
天
人
は
白
か
ら
議

長
と
な
り
人
権
草
書
の
成
且
に
力
を
注

ぎ
、
そ
し
て
世
界
人
磐
且
宮
が
夢
二
固

国
際
連
合
檎
金
に
採
択
さ
れ
、
一
九
四

六
年
設
Ⅶ
熔
賃
金
を
設
け
三
年
近

く
毒
し
た
結
果
一
九
四
八
年
十
二
月

十
日
に
三
十
ヶ
条
（
や
さ
し
く
肯
き
直

し
た
人
績
蔓
苔
と
し
て
本
紙
に
掲
載
し

た
）
か
ら
成
る
入
植
宣
宮
を
全
世
界
に

宜
肯
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
漠
の

保
障
す
る
基
本
的
人
権
を
搾
誹
す
る
使

命
の
下
に
扶
鉛
管
に
人
橋
擁
謬
局
が
孤

火
の
声
を
あ
げ
た
の
が
昭
和
二
十
三
年

二
月
十
五
日
次
で
全
国
の
輿
刀
法
務
居

並
に
支
局
に
お
い
て
人
棉
擁
辞
の
事
務

人
権
擁

に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
具
現
住
金

国
で
約
五
千
余
人
補
間
県
下
で
約
二
百

人
の
蚕
謁
が
お
の
喜
す
が
、
本
年
九
月

ｌ
日
枝
拓
首
令
第
四
八
号
を
以
て
入
植

醤
賓
淘
定
数
規
程
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
の
で
近
く
欄
顕
さ
れ
る
事
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
雷
が
常
に
基
本
的
人
権

が
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
楔
に
見
守

幻
は
せ
ぬ
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
横

な
こ
と
の
な
い
職
に
常
に
各
方
面
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
蕩
に
努
め
北
九

州
地
区
人
権
擁
詳
蚕
範
曇
は
補
間

扶
耕
局
、
小
食
安
居
と
共
に
種
火
の
行

暮
を
翠
レ
て
居
り
ま
す
。

本
年
度
も
四
月
十
二
日
に
小
倉
支
局
で

総
会
を
開
き
行
革
計
野
ぞ
毒
し
ま
し

護
に
就
い
．
て

を
坂
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
昭
和
二

十
四
年
六
月
一
日
で
あ
空
事
。
然
し

な
が
ら
こ
の
人
櫓
擁
諺
の
仕
事
は
極
め

て
困
難
且
つ
夏
更
な
も
の
で
あ
り
ま
す

の
で
単
に
官
庁
椀
請
だ
け
で
は
習
莞

分
な
効
畢
義
持
で
き
な
い
の
で
詔
和

二
十
四
空
ハ
月
八
旗
悪
蛋
菖
が
扶
務

大
臣
か
ら
頚
嘱
さ
れ
て
全
国
各
市
田
村

幾
柵
臥
墨
縄
諾
　
室

ｑ
著
し
も
侵
さ
れ
た
場
合
に
は
適
切

な
措
置
を
と
っ
て
救
済
す
る
方
途
を
図

る
こ
と
監
芸
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本

田
に
於
き
ま
し
て
も
数
件
の
申
出
其
の

他
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
殆
ん
ど
全

部
が
入
植
侵
害
に
は
拝
当
し
な
い
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
真
実
の
人
権
侵
害
で
あ

り
な
が
ら
表
面
に
現
れ
な
い
も
の
が
あ

井

　

貫

　

蔵

て
五
月
六
日
か
ら
ー
還
週
間
記
念
行
革

と
し
て
特
設
相
談
所
を
六
日
現
し

ま
し
た
。
遭
蛮
郡
は
水
巻
田
に
五
月
六

日
に
開
き
ま
し
た
。
又
五
星
二
十
一
日

に
は
佐
賀
県
に
塑
ハ
回
九
州
人
橋
辣
委

輯
運
否
金
橋
会
も
開
か
れ
、
八
月
二
十

二
日
に
は
北
九
州
地
区
協
帯
食
主
催
に

て
戸
畑
に
於
て
各
捕
町
村
担
当
者
及
委

員
の
研
雪
祭
を
行
い
、
九
月
三
日
に
は

小
禽
刑
輔
所
に
て
収
奴
著
と
の
座
談

会
、
九
月
二
王
ハ
日
に
は
八
幡
鮎
悪
者

に
て
署
長
以
下
幹
部
の
万
々
と
の
照
散

会
、
又
本
年
鞍
丁
周
年
記
念
と
し
て
東

京
に
於
て
全
国
高
等
草
根
生
の
弁
輸
大

会
が
あ
空
事
の
で
鼎
の
予
選
大
会
の

選
抜
代
襲
者
を
予
選
す
る
為
め
に
十
月

四
日
、
小
倉
桝
即
小
学
撥
で
当
地
区
の

高
等
学
校
生
の
井
輸
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
結
果
、
若
松
高
塑
奉
矢
永
昌
君

が
一
位
、
戸
畑
由
央
帯
攣
二
年
藤
原
憲

治
君
が
二
位
、
三
位
は
小
倉
窮
紫
高

校
の
三
年
今
村
伸
子
さ
ん
に
決
定
し
、

十
月
二
十
四
日
の
相
聞
の
中
央
高
校
の

鼎
弁
輸
大
会
に
出
場
致
し
ま
し
て
三
人

の
内
二
ム
迫
で
入
賞
し
ま
し
た
の
で
あ

り
ま
す
．

十
月
二
十
七
日
に
は
小
倉
安
居
の
金
額

室
に
於
て
地
区
内
各
市
的
附
婦
人
会
代

表
者
二
八
当
出
博
し
て
戴
き
ま
し
て
（

水
巻
的
欠
席
）
人
権
問
題
の
座
談
会
、

十
一
月
五
日
に
は
八
幡
苗
労
働
会
館
に

於
き
ま
し
て
商
等
趣
蒔
代
牽
貢
宛
の

出
席
に
て
学
園
内
に
於
け
る
人
種
間
題

に
就
い
て
の
座
談
会
を
開
き
、
尚
十
周

年
紀
念
行
革
に
は
世
界
人
権
宣
宵
十
周

年
記
念
中
央
祝
典
な
ら
び
に
八
橋
辣
詳

委
員
全
国
大
金
が
十
二
月
十
日
東
京
に

於
て
開
催
さ
れ
る
計
図
で
あ
り
ま
す
。

当
地
区
に
お
き
ま
Ｌ
Ｕ
は
人
権
週
間
と

し
て
、
十
二
月
四
日
遠
賀
村
、
五
日
門

司
市
、
六
日
若
松
市
、
八
日
小
倉
市
、

九
旦
戸
畑
市
、
十
日
八
幡
市
の
順
で
特

毀
人
権
相
談
所
を
開
毀
し
ま
す
。

以
上
の
樅
に
侵
害
事
件
に
対
す
る
救
済

の
他
に
人
権
思
愚
の
啓
窒
息
伝
に
も
努

め
て
居
り
ま
す
。
入
植
擁
醇
苦
や
法

務
局
は
何
時
で
も
皆
さ
ん
の
人
槽
を
守

る
為
め
の
相
談
に
応
じ
る
の
で
あ
り
ま

す
。

糀
き
渡
り
そ
れ
が
い
け
な
い
旧
思
喝

①
⑬
①
①
⑬
⑫
⑬
㊦
⑩
㊦
⑰
①
①
⑬
⑬
母
⑬
㊥

∞
少
年
野
球
大
会
∞

①
⑬
⑰
⑬
①
旭
㊦
⑬
①
⑬
①
⑫
⑰
⑬
①
①
⑬
⑰

中
学
生
の
部

（
水
巻
中
学
校
末
既
）

懐
防
　
水
巷
中
学
校

水
中
　
1
0
　
南
中
　
0

小
学
生
の
部

（
頃
末
校
月
琴

燥
捗
　
机
小
学
校

第
一
回
戦
で
は

2
机
　
小

－
下
二
小

0
壌
末
小

亡
ノ
猪
朋
小

決
勝
戦

∠
Ｕ
机
　
小
　
2
猪
熊
小

机
小
学
校
に
凱
歌
が
あ
が
っ
た
。

排
球
大
会

十
一
月
十
六
日

目
炭
保
険
コ
ー
ト

分
館
対
抗
挑
琳
大
会
は
十
六
日
の
式
典

当
日
、
自
炭
保
険
コ
ー
ト
で
挙
行
さ
れ

十
六
分
餌
出
場
の
上
優
劣
を
轡
っ
革
に

な
っ
た
が
成
綿
は
次
の
通
の
。

一
位
　
堅
苗
央
区
分
館

二
位
　
贈
口
区
分
館

三
位
　
芭
粒
区
分
館

四
位
　
机
宮
ノ
下
分
館

（
三
両
よ
り
続
く
）

畜
力
競
型
大
会

一
等
入
館
　
青
田
英
雄
（
下
二
）

二
等
　
　
黒
瀬
和
明
（
下
二
）

三
竺
面
　
入
江
猛
美
（
下
二
）

三
壁
面
　
入
江
信
男
（
Ⅶ
庭
暫

蹄
合
成
櫓
団
体
の
順
位

入
賞
一
位
蕉
巷
濾
組
合

ク
　
二
位
　
下
二
　
ク

ク
　
三
位
　
古
賀
　
ク

（
軒
）
綜
合
成
柵
と
は
、
こ
の
一
カ
年

を
通
じ
て
の
、
稲
作
裏
作
、
苗
代
、
堆

肥
等
と
勿
輸
今
回
の
各
種
共
進
会
、
朝

技
会
も
す
べ
て
含
め
た
成
規
と
な
っ
て

い
ま
す
．

皆
さ
ん
／
　
〝
入
場
券
の
半
片
は
是
非
受
取
っ
て
下
さ
い
〟

一
2
読
梁
の
郡

一
三
等
入
紺

一
　
大
限
　
京
玉
　
串
へ
借
纏
）
一

ー
．
；
　
「
、
「
亡
．
ヽ
吋
牧
疑
義
禁
ド
一
幸
中
さ
一
好
〔
一
ノ
1
　
よ
ビ
Ｐ
つ
と
ら
ど
う
ご
し
よ
う
い
，
冒
－
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皆
さ
ん
／
　
〝
入
場
券
の
半
片
は
是
非
受
取
っ
て
下
さ
い
〟

（3）
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－
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∫
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．
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－
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．
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一
患
民
ま
つ
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Ｊ
Ｈ
、
Ｊ
ｌ
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ｉ
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Ｊ
ｌ
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－
－
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－
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Ｊ
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．
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∫
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－

第
一
回
廣
席
ま
っ
り
の
一
環
行
事
と
し

て
二
十
日
、
木
曜
日
、
普
田
地
内
水
巻

高
校
の
丙
酬
耕
地
で
挙
行
さ
れ
た
。
十

七
日
以
来
鷺
朋
運
搬
や
会
場
の
顆
常
等

経
済
課
曜
締
動
員
距
び
に
地
元
（
智
田

二
二
、
三
）
の
農
家
の
協
力
を
得
て

準
備
万
端
を
養
え
た
。

当
二
十
日
は
朝
方
の
時
雨
瞑
椴
で
大
分

心
配
さ
れ
た
が
、
冷
え
え
の
天
候
に

変
の
ぺ
全
て
の
動
き
も
か
え
っ
て
栢
苑

を
加
え
た
。
太
鼓
の
合
図
で
、
畜
力
、

耕
転
壁
間
傑
新
改
型
金
が
一
斉
に
火
聾

を
切
り
、
例
年
に
み
ら
れ
な
い
大
射
撃

会
絵
考
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
一
方
策
発
会

保
存
実
演
会
も
食
生
措
一
般
翫
泡
を
目

き
ま
っ
り
農
民
ま
つ
り
の
幕
を
閉
じ

た
。各

務
の
成
清
は
次
の
通
り

農
畜
産
物

共
進
金

成
搬
（
一
、
二
、
三
等
ま
で
）

1
穀
類
の
部

一
貫
貧

墨
駐
　
岡
部
　
善
美

（
菅
田
二
）

そ
ら
豆
　
養
沢
ト
キ
ノ
（
下
二
）

米
　
　
岩
崎
　
巌
（
苫
貿
）

小
豆
　
瓜
生
伊
八
郎
（
ク
　
）

大
豆
　
峰
滞
キ
ヨ
子
（
ク
　
）

ぎ
す
婦
人
方
で
、
会
場
を
押
倒
す
職
の

大
盛
況
と
な
っ
た
。

叉
各
種
共
進
金
員
場
も
糟
神
を
打
ち
込

ん
だ
高
年
の
み
の
幻
を
ひ
れ
き
し
て

自
倍
満
々
の
出
品
者
、
参
戟
人
で
ひ
し

め
き
あ
い
、
樽
に
東
西
喝
の
搭
範
の
共

進
会
場
で
は
槍
舞
台
に
ひ
き
出
さ
れ
た

う
れ
し
さ
も
加
わ
っ
て
か
、
豚
、
紺
羊

等
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
盤
峯
陥
係
者
や

飼
育
者
を
困
ら
せ
て
い
た
。

午
後
に
入
り
、
各
生
産
航
合
単
位
の

堅
芸
を
始
め
ら
れ
、
第
一
張
の
モ
ン

ペ
に
薄
化
粧
の
い
で
た
ち
も
農
家
の
滑

軟
さ
が
に
じ
み
出
て
、
会
尿
蟄
募
轟

し
ま
せ
た
。
ｌ
こ
う
し
た
盛
会
の
う
ち
に

夕
刻
柵
て
の
欝
査
琴
丘
藤
幻
、
五
時

頃
晴
れ
の
授
塔
式
に
移
り
第
一
回
水
ま

米米米蔓査餌諜歪安生凝米益金慧彗芸う　　　　　　　　　貨

入
江
ヨ
シ
コ
（
下
二
）

入
江
革
博
（
菖
怒

磯
崎
　
与
（
曽
田
ニ
）

栗
田
ヤ
ヱ
子
（
百
草

柴
田
ミ
ヤ
子
（
ク
　
）

柴
田
ス
ミ
子
（
ク
　
）

原
田
ユ
キ
奮

片
桐

正
雄（

膏
田
三
）

松
尾
．
金
平
（
下
二
）

蜂
滞
ハ
ツ
ヱ
（
古
賀
）

勝
浦
マ
ス
ミ
（
ク
　
）

騰
浦
　
稲
光
（
ク

井
地
ハ
ル
ヱ
（
ク

大
月
　
恒
夫
（
猪
熊
）

大
貝
　
好
雄
（
ク

失
野
　
次
俊
（
ク

一
等
入
賞

葱

ホ
ー
レ
ン
草

カ
ブ

キ
ャ
ベ
ツ

峰
浦
　
碍
光
（
古
賀
）

井
上
五
百
子
（
ク
　
）

井
上
　
毅
（
ク
　
）

佃
　
一
美
（
婆
朋
）

佃
　
敏
美
（
猪
術
）

武
尾
シ
ゲ
子
岳
末
）

佃
　
　
柴
宿
醜
）

膳
崎
ク
ツ
（
守
田
三
）

小
田
伴
塩
（
　
ク
　
）

原
田
　
勇
（
猪
熊
）

大
貝
責
英
雄
（
ク
　
）

大
場
　
仁
壮
（
ク
　
）

佃
　
昌
次
（
ク
　
）

原
田
　
仲
澤
（
ク
　
）

大
場
キ
ク
ヨ
（
ク
　
）

道
夫
（
下
二
）

竹
紘
（
下
ニ
）

文
雄
牽

シ
モ
（
ク
　
）

）

原
田
　
玉
菩
（
猪
熊
）

入
江
　
市
作
（
下
二
）

江
藤
ツ
ネ
子
（
猪
媚
）

大
月
　
正
隆
（
ク
・
）

椎
茸
　
副
田
久
雄
（
害
田
二
）

3
果
樹
の
部

一
等
入
賞入

江
　
滞
雄
（
Ⅶ
屋
敷
）

滑
辺
ト
モ
ヱ
（
青
田
二
）

倭
　
柴
三
郎
（
古
賀
）

二
等
入
賞登

沢
ト
ナ
エ
（
下
二
）

瓜
生
ヤ
ヨ
イ
（
百
貨
）

．
白
石
幹
次
郎
（
君
田
二
）

三
等
入
賞江

藤
　
小
平
（
猪
熊
）

′
白
石
幹
次
郎
（
青
田
二
）

久
保
田
鶴
次
郎
（
坑
末
）

冊
部
　
華
美
（
青
田
二
）

大
場
　
仁
壮
（
猪
僻
）

4
農
産
加
工
食
品
の
部

一
等
入
賞

ナ
晶

チ
ッ
キ
ョ

二
等
入
賞

梅
干

陳
嗜

三
等
入
賞

チ
ッ
キ
ョ

味
噌
漬

入
江
ウ
メ
ノ
（
下
二
）

片
桐
托
雄
（
膏
田
三
）

安
部
　
キ
ク
（
頃
末
）

垂
禰
マ
ス
ミ
（
市
草

柴
田
ス
ミ
子
（
古
貨
）

古
田
ウ
メ
ノ
（
下
ニ
）

小
感養

沢
徳
男
（
下
二
）

逓
ｌ
妄
露
準

二
等
を

葱
腺
浦
ハ
ツ
ヱ
（
市
軍

自
評
信
行
轟

大
㌘
与
壮
（
市
苦

慮
揮
攣
ヨ
エ
蘇
）

体
酢
友
治
害

葱
境
地
ピ
サ
エ
（
猪
熊
）

ホ
ー
レ
ン
革

養
沢
　
六
郎
（
下
二
）

カ
ブ大

貝
　
恒
夫
寝
間
Ｙ

為
㌘
　
毅
（
石
器

蓮
根小

林
正
本
（
伊
昏

小
鰯
挙
蔀
（
古
苦

唐
芋大

貝
チ
エ
子
（
箪

沢
部
　
甫
（
古
賛
）

2
柄
　
羊
・

一
再
入
賞

行
正
ト
ヨ
子
（
机
）

二
等
入
賞

松
尾
金
平
（
下
ニ
）

梶
山
　
武
（
机
）

恵
　
三
等
入
営

脾
臓
宏
（
君
田
三
）

風
　
行
正
ト
ヨ
子
（
下
二
）

何
部
単
美
（
壱
田
三
）

会
　
　
船
津
帯
壮
（
二
）

大
。
髭

機
ｌ
一
醐
欄
（
下
。
）

怒
　
入
江
竹
松
（
下
二
）

宕
崎
巌
（
古
賀
）

耕
安
部
シ
ズ
ヱ
（
甘
屋
暫

三
尊
ス
発

動
　
尾
島
旺
七
千
二
）

陳
情
定
蓼
（
古
賀
）

自
　
津
田
姦
（
基
準

入
江
勇
（
　
ク
　
）

大
男
何
行
森
野

4
乳
　
牛

一
等
人
賞

牌
浦
光
雄
（
古
ぎ

二
等
入
賞

入
江
七
蔵
（
破
産
敷
）

何
故
厳
昂
祭
が
一
年
中
で
一
番
忙
し
い

繁
期
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
こ
れ
が
慶
蘭
期
に
儲
憲
い
か
、

も
し
将
来
こ
の
ま
ゝ
で
無
理
に
行
う
な

ら
ば
、
誉
辰
性
全
く
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。

あ
く
ま
で
も
農
民
の
為
の
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ｌ
こ
れ
壷
期
に
や

る
か
ら
や
り
に
く
い
。
換
嘗
す
れ
ば
、

本
当
の
農
民
祭
が
出
来
な
い
。
こ
の
農

民
祭
望
日
独
の
努
力
の
楷
無
、
そ
し
て

良
き
呆
共
へ
の
希
謡
の
持
て
る
行
革
で

あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
が
農
村
青
年
で
特
別
運
営
葺
を

作
り
そ
し
て
、
を
の
人
選
が
撃
を
、

そ
し
て
出
来
た
案
を
一
応
農
業
葺
あ

る
い
は
生
産
組
合
長
な
ど
に
は
か
る
。

こ
れ
が
将
来
へ
の
発
展
の
糸
口
だ
と
思

い
ま
す
。
役
場
の
人
は
机
の
上
で
見
て

い
れ
ば
を
れ
で
良
い
。
こ
れ
が
本
当
の

あ
の
か
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
現
状
は

そ
こ
ま
で
行
く
の
が
困
難
で
す
。
い

や
本
当
に
再
挙
甘
苦
目
に
や
ゥ
て
い

る
人
が
五
、
六
八
お
れ
ば
出
来
ま
す
。

来
年
は
こ
の
事
を
実
行
し
た
い
と
借
じ

て
い
ま
す
。
何
嘉
も
膚
恵
を
一
つ
に
す

る
友
人
さ
え
い
れ
ば
出
来
ま
す
。

な
ど
や
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
百

姓
は
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
な
い
。
．
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
職
場
対
抗
と
か
で
沢
山
の
ス

ポ
ー
ツ
を
や
る
。
百
姓
だ
け
が
ス
ポ
ー

ツ
の
陳
を
知
ら
な
い
。
ス
ー
ポ
ッ
は
何

に
も
か
も
忘
れ
て
そ
れ
に
熱
中
し
な
け

れ
ば
勝
て
ま
せ
ん
。
を
こ
に
面
白
味
が

あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
事
師
表
艮
き
ん
に
星
通

し
て
頂
け
る
だ
け
で
婦
し
い
㍗
本
当
に

こ
の
農
墓
に
か
け
る
期
待
は
大
き
い

も
の
で
す
。
私
達
の
期
待
を
裏
切
ら
な

い
で
下
さ
い
。
　
（
十
一
月
八
日
）

－

　

・

◇

・

　

－

お
筈
　
右
意
見
の

ュ
　
開
催
の
膵
期
で
あ
る
が
耕
転
機
大

会
¶
室
は
朝
型
会
を
折
の
込
む
と
す
れ

ば
ど
う
し
て
も
稲
を
刈
旦
嬰
こ
姑
苛

余
盈
轟
き
等
裏
作
の
作
付
の
連
れ
な

い
中
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
現

任
ま
で
挙
狩
レ
て
き
だ
時
期
を
大
将
に

変
更
す
る
革
は
間
薪
で
あ
る
。
祈
願
を

伴
う
行
革
を
し
な
け
れ
ば
開
催
の
時
期

に
つ
い
て
は
農
閑
撃
撰
ぷ
辱
検
封
の

余
地
は
十
分
に
あ
脊

2
　
企
囲
、
運
営
に
つ
い
て
の
意
見
で

あ
る
が
、
町
当
局
に
於
て
も
現
任
の
在

り
方
に
澗
足
し
て
い
る
駅
で
は
決
し
て

な
い
の
で
あ
ゥ
て
、
こ
の
意
見
の
梗
な

干
柿
　
大
貝
ナ
ガ
ノ
（
猪
諏
）

5
藁
二
品
の
部

一
等
人
質

菰
　
宮
田
道
夫
（
下
ニ
）

ニ
饉
入
賞

玖
　
串
川
テ
ル
子
牽

卵クク

二
等
入
賞

卵ククク

三
等
入
賞

両
耳
一
報
（
立
登
野

養
沢
　
疋
種
（
下
ニ
）

大
場
キ
ク
ヨ
牽

松
尾
金
平
（
下
ニ
）

養
沢
利
美
（
ク
　
）

入
江
　
光
雄
（
ク
　
）

矢
野
マ
サ
子
牽

、
養
沢
・
定
畿
（
下
二
）

三
等
入
賞松

尾
　
舎
〓
下
二
）

Å
汀
姑
額
美
（
ク
　
）

三
轡
入
館
　
安
部
セ
ツ
子
（
ク
）

障
浦
　
遼
（
古
賀
）

動
力
耕
怒
線
大
会
感

－
韓
等
け
隠
入
江
一
二
三
（
立
国
暫

過
重
一
年
行
か
た
ち
に
早
く
飛
賢
慶
す
る
真
を
豊

－
．
．
ヽ
一
＼
ｌ
－
ヽ
／
、
一
ｌ
、
．
＼
ｌ
ヽ
．
ｒ
ｌ
▼
ヽ
・
′
＿
、
ｌ
ヽ
－
ｌ
ｌ
、
′
1
Ｔ
Ｊ
ｌ

私
は
農
民
寮
を
こ
う
思
う

、
、
一
ヽ
ｌ
＼
ｌ
ヽ
ｌ
ヽ
′
ヽ
・
ｌ
1
1
．
．
＿
1
－
1
1
一
・
ヽ
ム
＿
ヽ
Ｊ
＿
ヽ
．
ｒ
ヽ
Ｊ
ヽ
Ｊ
ｌ
／

養
沢
モ
モ
ノ
（
下
二
）

森
屋
チ
エ
子
（
曽
田
二
）

臭
滞
　
弓
子
（
古
ぎ

井
地
　
清
子
（
古
賀
）

腺
滞
　
叢
（
ク
　
）

摘歪芸姦歪窒至芸竺三
の筒

掴

鮨

華

甲

（

立

屋

敷

）

益

夫

（

古

苦

正

溌

（

ク

）

わ
れ
た
品
評

会
こ
れ
に
は
相
当
の
批
判
が
あ
り
ま

す
。
す
べ
て
轟
筈
の
合
理
化
の
上

に
の
っ
と
ゥ
た
品
物
の
品
評
会
で
あ
っ

て
欲
し
い
。
単
な
る
品
物
と
品
物
と
の

優
劣
で
は
な
く
、
こ
の
品
物
監
理
市

場
に
出
荷
し
て
儲
か
る
品
物
か
、
加
工

品
は
、
こ
ん
な
物
を
自
家
用
で
造
っ
て

ひ
き
合
う
か
ど
う
か
。
あ
く
ま
で
も
科

輩
的
な
品
評
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
し
、
私
達
も
を
れ
を
研
翠
レ
て
い

る
も
の
で
す
。
生
産
組
合
の
企
て
の
行

革
が
部
落
対
抗
の
点
数
制
に
告
て
い

ま
す
が
、
こ
の
出
品
点
数
に
も
痛
当
に

無
理
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
為
に
部
落

の
円
満
を
か
や
尊
さ
へ
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
行
嘉
を
や
ゥ
て
も
ら
い
た
か
ゥ

た
。
塁
賢
菱
会
、
勿
輸
部
落
対

姦策富書志轟

俊
次
率

和
開
（
下
二
）

輸
（
市
費
）

賞
穂
（
準

正
撞
（
下
ニ
）

奴
一
重

壷
嬢
勘
武
居
友
治
戌
杏

二
等
貨
海
辺
遠
剛
（
甘
薯
森
田

正
（
築
）
蛭
田
末
美
（
下
二
）

三
等
賞
小
田
大
書
（
机
）
江
内
田
敏

夫
（
下
ニ
）
入
江
徹
（
下
ニ
）
渡
辺
鉄

雄
（
普
田
昌
小
川
三
千
雄
慮
熊
）

（
以
下
二
面
へ
掲
撃

抗
で
す
。
町
内
で
ど
ん
な
人
が
蕎
目

に
牢
、
ど
ん
な
嘗
研
究
し
て
い

る
か
知
診
た
い
。
そ
し
て
自
分
の
研
究

ヒ
ン
ト
に
こ
れ
が
琴
金
と
患
い
ま
す
．

を
れ
と
今
年
当
の
、
粁
転
機
大
会
と
、

朝
製
会
を
か
ね
て
あ
る
を
う
で
す
が
や

…
・
；
牛
用
餅
か
ら
耕
厳
選
の
方
へ
移
行

し
っ
ゝ
あ
る
事
は
嬉
し
い
革
で
す
。
昨

年
は
こ
の
横
型
会
か
ら
ー
閉
会
苛

三
時
間
位
空
白
が
あ
っ
た
。
を
こ
で
そ

の
間
、
今
年
な
ど
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

3
　
次
に
農
泉
の
行
事
の
種
目
、
内

容
等
に
就
い
て
穏
火
の
憲
鬼
が
寄
せ
ら

れ
て
い
一
雪
先
ず
農
畜
産
物
品
評
会
の

内
容
「
評
点
の
方
港
に
つ
い
て
の
批
判

で
あ
る
が
、
蟄
居
に
於
て
も
指
摘
容
れ

て
い
る
撫
な
点
に
つ
い
て
改
善
を
要
す

一
心
雷
痛
感
し
て
い
る
の
で
あ
や
只

現
任
ま
で
は
本
町
の
農
婆
魯
禁
茸

曙
農
家
の
患
欲
管
老
慮
し
た
箸

今
ま
で
の
撫
な
形
と
な
る
皐
も
や
む
を

得
な
か
っ
た
と
患
わ
れ
ｔ
の
。
こ
れ
等
の

行
事
も
数
年
の
橋
蟹
篠
で
一
応
そ
の

緒
に
つ
い
た
感
が
あ
り
、
交
農
家
の
啓

発
も
退
ん
で
来
た
の
で
今
後
は
紺
意
見

の
楕
な
点
を
研
撃
し
た
い
義
兄
て
い

ｔ
雪
行
昔
日
に
体
臓
発
表
会
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
野
蛮
を
と
り
入
れ
よ
と
の

意
見
で
あ
る
が
、
之
等
に
つ
い
て
も
同

様
今
後
の
撃
巌
も
た
い
と
思
っ
て

い
る
．

御
意
見
に
対
富
宣
南
の
考
え
は
以
上

の
枚
で
あ
る
が
饅
民
祭
に
対
し
て
今
回

の
横
に
細
旛
即
に
し
か
も
擁
め
て
存

酌
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
事
を
非
常
に

耕
し
く
患
う
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
か

ゝ
る
意
見
を
大
い
に
歓
迎
す
る
も
の
で

あ
弓
尚
ね
が
ー
ワ
と
こ
ろ
は
こ
れ
を
贈

名
と
せ
轟
レ
く
語
り
合
っ
て
農
民
祭

の
み
な
ら
ず
断
崖
莱
帝
展
の
た
め
に
共

に
研
究
し
た
い
と
周
っ
て
い
る
。

′

・

∵

・

．

㍉

、

－

．

’

・

．

・

ｒ
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．
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税
金
が
安
ぐ
な
る
ク

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
年
末
に
は
、
給
与
支
払
者
は
、

受
給
者
一
人
一
人
に
、
年
末
調
整
を
し
ま
す
。
こ
の

際
、
給
与
所
得
者
は
、
生
命
保
険
控
除
申
請
書
を
支

払
者
に
提
出
し
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付

し
て
お
ら
れ
る
人
は
、
社
会
保
険
控
除
と
し
て
取
扱

わ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
係
ま
で
申
出
て
下
さ

い
。係

は
納
付
額
証
明
書
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
証

明
書
を
支
払
者
に
提
出
し
ま
す
と
社
会
保
険
控
除
と

し
て
金
額
所
得
よ
り
控
除
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
係
か
ら
の

お

知

ら

せ

被
保
険
者
の
受
診
証
に
記
載
Ｌ
で
あ
る
家
族
の
中

に
、
す
で
に
転
出
し
て
居
な
い
と
か
、
転
入
し
て
来

た
と
か
、
叉
は
他
の
保
険
が
出
来
た
と
か
で
、
異
動

が
発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
受
診
証
・
米
穀
通
帳

・
印
か
ん
・
保
険
征
を
持
参
の
上
係
ま
で
届
出
て
下

さ
い
。又

こ
ん
な
場
合
は
保
険
給
付
が
あ
り
ま
す
．
。

｝
、
出
生
に
よ
り
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た

と
き
は
五
〇
〇
円
。

二
、
被
保
険
者
の
死
亡
に
よ
り
、
葬
祭
を
行
う
者

に
葬
祭
費
と
し
て
一
、
0
0
0
円
。

三
、
保
育
手
当
金
は
一
ケ
月
に
つ
き
一
〇
〇
円
と

し
て
乳
児
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
ケ

月
に
至
る
ま
で
支
給
し
鼓
す
。

公
民
館
よ
り
お
願
い

年

末

年

始

に

於

け

る

新
塵
活
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

年
末
年
始
に
お
け
る
新
生
活
運
動
に
つ
い
て
は
、
年

末
年
始
の
虚
礼
の
廃
止
や
不
合
理
な
慣
行
と
風
習
の

是
正
、
年
末
年
始
の
望
ま
し
い
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
新
生
再
連
動
の
一
流
と
し
て
、
全
国
的
に
推
進
さ

れ
つ
1
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
で
も
、
各
種
団
体
機
関
や
地
域
・
職
域

な
ど
に
ぬ
い
て
、
そ
れ
声
＼
創
意
工
夫
を
重
ね
、
年

毎
に
薄
々
と
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
今
年

も
さ
ら
に
厳
粛
で
明
る
い
正
月
を
迎
え
る
よ
う
各
位

の
御
協
力
を
靡
い
ま
す
。

実
　
践
　
項
　
目

一
、
年
末
年
始
の
虚
礼
の
廃
止
を
し
ま
し
ょ
う

一
、
形
式
的
な
年
葉
状
や
贈
答
は
自
粛
を
し
ま
し
よ

八
ノ

一
、
椎
樹
愛
護
の
た
め
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
や
門

松
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う

一
、
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
．
新
年
宴
会
な
ど
の
宴

会
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う

一
、
ム
ダ
を
や
め
て
貯
蓄
と
助
け
あ
い
連
動
に
努
力

し
ま
し
ょ
う

一
、
年
始
回
礼
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う

一
、
元
且
に
は
進
ん
で
国
旗
を
揚
げ
ま
し
よ
う

警
察
便
り

折
居
警
察
署
よ
り

年
の
淘
も
い
よ
い
よ
近
ま
っ
て
参
り
ま

す
が
、
こ
の
期
を
ね
ら
う
犯
罪
も
多
く

な
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

方
へ
左
記
の
革
を
よ
く
守
っ
て
、
防
犯

に
聯
刀
し
て
頂
く
よ
う
に
析
庭
膚
で
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

コ
し

碧
－

・
て
外
出
す
る
と
き
は
出
来
る
限
り
留

守
番
を
お
い
て
下
さ
い
。

二
、
留
守
番
が
な
い
と
き
は
、
戸
締
り

を
厳
重
に
し
て
、
近
隣
の
八
に
頗
ん

で
お
き
ま
し
ょ
う
。

三
、
平
素
か
ら
隣
り
近
所
と
防
犯
上
の

連
絡
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

四
、
不
審
者
や
、
押
売
り
な
ど
を
発
見

し
た
と
き
は
、
す
専
業
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

五
、
夜
間
婦
女
の
一
人
歩
き
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

六
、
被
韓
を
受
け
た
と
き
は
す
や
鮎
察

案
　
　
内

＝
新
年
名
刺

交

換

会

＝

参
加
希
望
者
は
役
場
総
務
課
へ

十
二
月
二
十
日
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い

従
来
新
年
名
刺
交
換
会
は
、

新
生
活
運
動
の
一
環
と
し
て

公
民
館
主
催
で
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
が
ク
昭
和
三
十
四

年
ク
は
、
町
の
主
催
で
左
の

通
り
行
う
事
に
し
ま
し
た
の

で
卸
案
内
い
た
し
ま
す
。

記

二
．
日
時
一
月
一
日
午
前

十
時

二
、
会
場
　
町
民
会
館
ホ
ー

レノ

三
、
会
費
　
百
　
円

四
、
申
込
　
十
二
月
二
十
日

ま
で
に
会
費
を
潜
え
て
役

場
総
務
課
へ
（
職
業
、
住

所
、
氏
名
を
認
め
申
込
み

の
こ
と
）

五
、
次
第

1
　
開
会
の
辞

2
　
国
歌
斉
唱
′

3
　
主
催
者
の
挨
拶

4
　
年
頭
の
辞

町
長
、
議
長
、
民
間
代

表
者

5
　
閉
会
の
辞

6
　
祝
　
宴

7
　
万
歳
三
唱

8

　

解

　

散

佃
申
込
期
日
は
、
名
簿
印
刷

等
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
厳
守
の
こ
と
。

に
届
け
ま
し
ょ
う
。

七
、
緊
急
の
事
故
や
事
件
が
起
き
て
、

独
桑
に
届
け
る
と
き
は
衆
偲
蹄
は

◎
二
〇
番
（
折
尾
即
、
水
巻
町
は
局

番
な
し
で
す
）
を
利
用
し
て
下
さ

い
。

◎
芦
農
即
の
二
〇
番
は

芦
屋
鞍
部
派
出
所

◎
申
闇
市
の
一
一
〇
番
は

中
間
脊
部
補
派
出
所

岡
垣
村
の
一
一
〇
番
は

間
垣
通
茸
部
長
派
出
所

析
屋
、
水
草
即
か
ら
局
番
な
し
の

二
〇
番
は
北
九
州
適
格
所
～

折
尾
暫
察
署
で
あ
り
ま
す
。

ヽ
Ｊ
°
き
き
ｊ
ｒ
ｌ
】
一
ｌ
■
ｉ
ｉ
ｔ
ｒ
ヽ
ｔ
ｒ
ヽ
ｒ
ｌ
ｔ
ｒ
ｌ
Ｊ
ｌ
一
㌔
＿
－
ｆ
ｔ
ｔ
Ｊ
，
一
一
＿

山
神
社
ま
つ
り

式
典

九
日
午
前
十
時
か
ら
高
松
砿
業
所
関

係
（
二
鳥
砿
業
新
を
含
む
）
第
一
砿
某

所
、
第
三
砿
慕
即
関
係
、
大
君
砿
業
所

関
係
と
各
砿
業
新
の
山
神
社
で
行
わ
れ

た
。高

松
砿
葉
所
関
係
山
神
社
（
二
砿
山

神
社
）
で
は
午
前
十
時
開
式
、
荷
主
本

杜
代
表
宮
本
常
襲
部
次
長
、
祭
主
坂
本

所
長
以
下
砿
葉
所
長
（
二
島
）
部
長
代

表
、
撲
長
代
表
、
職
員
祭
具
、
単
勝

脱
合
長
及
び
各
支
部
長
、
並
び
に
従
業

員
代
表
、
及
び
的
長
以
下
多
く
の
来
智

者
を
迎
へ
、
永
年
勤
続
者
、
功
労
者
、

優
良
従
碧
員
と
し
て
の
受
彰
考
辱
多
数

の
参
集
者
の
な
か
で
静
し
ゅ
く
な
碑
に

盛
大
に
と
り
行
わ
れ
だ
。

砿
業
所
の
各
職
場
に
於
て
を
れ
ぞ
れ

の
職
費
に
つ
く
さ
れ
乍
ら
永
年
抑
耕
さ

れ
た
砿
吊
方
（
職
員
は
年
度
初
め
四

月
）
の
表
彰
が
あ
り
、
訂
轟
務
に
関
し

て
撃
の
他
の
面
に
耕
労
の
あ
っ
た

方
や
、
職
場
、
居
住
区
等
に
於
い
て
の

模
範
と
琴
台
構
う
な
善
行
者
の
表
彰
も

行
わ
れ
た
。

永
年
勤
続
賞

【
二
十
年
勤
響
】

第
一
砿
謳
所
関
係
守
田
区
二
て
片

田
区
六
、
常
盤
区
一
〇
、
通
新
区
二
、

町
二
九
名

商
椅
砿
楽
所
関
係
、
鰐
口
区
三
、
中
天

区
石
、
壱
博
区
三
、
舌
貨
区
六
、
梅

本
区
三
、
二
島
〇
、
通
勤
区
二
、
二
島

通
勤
区
〇
、
計
三
四
名
、
五
鉱
区
（
六

等
）
二
二
訂
五
六
名

彗
祓
革
新
高
松
区
一
、
襟
川
区
○

日
炭
高
松
消
費
生
活
協
同
組
合

二
度
目
の
栄
光

厚
生
大
臣
賞
を
受
く

生
協
扶
施
行
十
周
年
記
念
中
央
大
会
が

厚
生
登
吾
蔀
庁
の
主
催
の
も
と
に
十

合
ビ
ル
六
階
読
売
ホ
ー
ル
で
十
月
に
挙

行
さ
れ
、
当
水
考
町
、
日
舞
橋
脚
消
菅

生
将
協
同
組
合
は
表
彰
さ
れ
、
去
る
二

十
九
年
以
来
二
回
日
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。
碍
聞
県
か
ら
は
三
菱
山
田
生
協

尚
、
棉
闇
市
に
於
け
る
県
大
会
に
於

七
は
、
こ
の
日
炭
高
級
生
協
の
専
諮
無

事
入
江
識
氏
は
、
県
連
副
会
長
で
、
会

長
の
中
食
氏
と
共
に
、
福
岡
県
期
革
質

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
炭
高
松
生
協
と
し
て
は
表
皮
の

栄
誉
で
あ
り
、
金
員
こ
の
喜
び
に
張
り

一一一一11－一一一1・一一一と

つ
＿＿＿＿＿＿－＿．＿－の

組
合
の
み
受
彰
し
ま
し
た
。

阿
っ
て
い
ま
す
。

〓
▼

白
亜
荘
〇
、
計
一
名
合
計
九
六
名

【
去
年
勤
続
者
∵

暫
田
区
九
、
片
田
区
六
、
常
盤
区
て

温
雅
荘
〇
、
通
勤
区
三
、
計
一
九
名

鯉
口
区
二
、
中
央
区
五
、
高
尾
区
七

古
賀
区
九
、
梶
木
区
七
、
二
島
一
、
通

勤
区
七
、
山
高
通
勤
区
〇
、
計
輿
石

高
松
区
三
、
洩
川
区
二
二
、
白
亜
荘
○

計
二
五
名
、
五
砿
（
大
君
一
〇
名
、

合
計
九
六
名
・

【
十
年
劾
続
着
】

宮
田
区
九
〇
、
片
山
区
五
〇
、
常
盤
区

三
、
泡
雅
壁
「
通
勤
区
一
六
、
肝
一

六
一
名

鯉
口
区
一
九
、
由
央
区
四
、
高
尾
区
二

七
、
古
賀
区
三
四
、
梅
本
区
三
七
、
二

島
一
五
、
通
勤
四
一
、
二
島
通
勤
二
二

竺
九
〇
名

商
松
　
三
四
、
洩
川
一
五
、
皇
髭
四

計
五
三
名
、
五
砿
計
五
七
名

合
計
四
六
一
名
、
締
堅
ハ
五
八
名

功
労
賞

第
一
砿
察
所
七
名
、
二
島
鉱
業
所
有

名
、
高
相
啓
義
美
所
三
名
、
大
官
砿

醸
所
三
名
、
高
松
鉱
業
所
（
生
産
部
二

商
品
部
二
）
三
名
、
合
計
二
三
名

善
行
賞

第
一
砿
巽
所
六
名
、
二
島
砿
業
所
計
六

名
、
要
義
巣
所
高
松
三
抗
三
名
、
大

君
砿
襲
撃
三
名

団
体
賞
と
し
て
は
第
一
砿
業
新
三
田
体

二
島
砿
業
所
三
団
体
、
第
三
砿
弊
新
二

団
体
大
君
砿
拳
新
二
団
体
、
高
検
鉱
業

奉
祝
各
区
対
抗
訪
問
駅
伝
競
走

第
一
区
開
高
椅
球
場
－
大
胃
砿
業
所

バ
ス
停
前
　
四
、
二
キ
ロ

産
着
区
は
片
山
、
宙
田
、
机
宮
ノ
下
、

市
松
、
鯉
口
、
中
央
、
梅
木
、
大
君
、

橋
川
、
開
眼
寮
、
高
尾
、
親
和
課
、
温

雅
拝
の
各
区
代
表
、
区
間
賞
は
片
田
区

熊
本
康
行
常
滑
得
。

夢
一
区
間
　
大
君
バ
ス
停
－
鴇
川
労
務

三
、
八
キ
ロ
　
区
間
賞
は
曽
田
区
皆
越

勇
雷
へ

夢
二
区
間
浅
川
労
務
－
高
尾
労
務

三
、
二
キ
ロ
　
区
間
賞
は
鯉
口
区
竹
之

下
勇
君
へ

第
四
区
間
　
高
層
労
務
－
一
砿
片
山
親

和
和
三
、
五
キ
ロ
　
区
間
賞
浅
川
区
村

川
整
骨
雪
へ

第
五
区
間
　
片
山
労
務
者
柵
趣
向
鯉
口

労
務
　
四
、
五
キ
ロ
　
区
間
賞
は
宮
ノ

下
荒
牧
富
二
夫
君
へ

墾
ハ
区
間
納
口
労
務
⊥
日
貨
畢
高

松
会
館
前
　
三
、
八
キ
ロ
　
区
間
賞
は

大
君
砿
業
所
の
大
腹
益
雄
君
へ

さ
て
全
区
間
〆
て
の
成
績
は
次
の
通
の

（
五
衆
ま
で
入
賞
）

（
等
位
）

一
位
ｌ
ｌ
鹿
川
区

二
位
－
山
　
部

三
位
－
曽
田
区

四
位
」
鯉
口
区

五
位
－
高
踏
区

六
位
－
大
君
区

一
時
間
一
三
分
〇
二

一
時
間
一
三
分
二
三

一
時
間
〓
ニ
分
二
七

一
時
間
〓
ニ
登
二
七

一
時
間
一
四
分
四
八

一
時
間
三
分
〇
五

七
位
－
机
宮
ノ
下
一
時
間
三
分
四
九

八
位
－
片
田
区
一
時
間
一
五
分
五
七

九
位
－
由
和
荘
一
時
間
一
七
分
〇
一

十
位
－
高
尾
区
一
時
間
一
七
分
一
五

十
一
位
－
癖
大
区
一
時
間
一
七
分
二
八

†
二
位
⊥
甲
央
区
一
時
間
一
七
分
五
一

十
三
位
－
潟
雅
荘
一
博
間
二
二
分
〇
二
．

十
四
位
－
明
映
寮
高
閣
二
二
分
五
四

以
上

尚
、
浅
川
区
は
昨
年
に
引
き
続
き
こ
連

脾
の
鮮
冠
に
輝
き
晴
れ
の
所
長
握
雇
膵

旗
を
飾
っ
た
。

酎
公
民
館
よ
り
入
賞
区
二
二
位
へ
メ

タ
ル
、
区
間
賞
に
バ
ッ
ク
ル
、
金
参
加

者
に
は
参
加
貨
を
贈
っ
た
。

研
二
間
体
合
計
、
功
労
些
二
二
名
、
単

行
賞
一
九
名
、
一
二
団
体
で
あ
る
。

賞
状
と
記
念
品
や
禦
金
の
相
星
が
行
わ

れ
て
午
後
三
時
頃
終
了
し
た
。

野
球
大
会

（
日
炭
高
松
古
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
）

首
撫
よ
り
の
詞
も
、
ど
う
に
か
ほ
れ
て

や
ゝ
遅
れ
て
十
二
時
過
試
合
開
始

昭
和
酸
醇
房
府
）
の
先
攻
で
最
初
二

点
、
甘
炭
が
一
点
、
ニ
回
戦
で
一
点
を

彼
瞥
見
日
炭
は
無
得
点
二
一
面
敬
で

彼
に
こ
点
、
日
炭
が
一
点
を
制
し
て
三

点
、
四
、
五
、
六
、
七
回
戦
で
彼
は
無

得
点
日
炭
が
三
点
を
載
り
八
、
九
回
戦

は
ど
ち
ら
も
得
点
な
く
、
最
終
得
点
で

は
彼
が
五
、
轟
て
つ
い
に
青
松
が
七

ア
ル
フ
ァ
ー
対
五
で
日
炭
高
松
が
優
位

を
し
め
た
。

次
が
十
四
時
単
開
始
、
甘
鉄
滞
積
の
先

攻
で
始
め
ら
れ
、
日
炭
高
松
が
一
、
二

回
戦
三
点
、
彼
が
六
回
戦
で
三
点
、
共

に
間
得
点
で
、
五
時
一
二
分
引
分
の
状

態
で
九
回
戦
を
終
了
し
た
。

さ
て
投
手
は
日
炭
鴇
君
、
陪
和
河
村

考
と
宅
尾
君
、
攣
日
炭
喰
田
署
、

協
葉
欝
、
田
中
君
、
日
銭
滞
糟

撃
山
口
翠
、
日
炭
八
混
宵
、
西
尾

習
、
柿
本
署

捕
手
　
日
鱈
臼
井
智
　
日
庚
喰
田
君

で
あ
っ
た
。

庭
球
大
会

二
砿
由
央
コ
ー
ト
に
て
九
時
半
試
合
開

始
さ
れ
午
後
四
時
終
了
し
た
。

出
場
は
　
中
学
生
　
男
　
二
〇
組

女
　
五
組

ｌ
一
般
・
男
Ｒ
痕
一
五
組

ク
　
　
男
Ａ
級
　
四
級

・
（
全
日
炭
商
掩
代
表
）

郡
内
に
も
国
設
禁
猟
区
設
定

か
ね
て
曽
冒
れ
て
い
ま
し
た
、
華
猟

区
の
毀
定
が
い
よ
い
よ
認
可
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
有
益
鳥
獣
の
俣
譲
埼
苑
と
健
全

な
猟
政
運
常
を
は
か
る
と
い
う
目
的
で

あ
り
ま
し
て
、
農
林
奄
美
の
振
興
上
、

轡
鳥
獣
翔
の
増
殖
を
防
や
だ
て
ま
え
か

ら
、
狩
猟
法
（
歪
七
年
法
律
第
三
十

例
年
の
通
り
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

十
二
月
十
四
日
十
時
よ
り
（
雨
天
決

行
）
次
の
通
り
挙
行
さ
れ
ま
す
の
で
案

内
し
ま
す
。

記

一
、
日
時
　
十
二
月
十
四
日

十
時

二
、
出
発
場
所
　
水
巻
町
役
場

前

三
、
コ
ー
ス
　
役
場
前
、
伊
喜
神
社

下
二
公
民
館
　
下
二
確
的
県
道
筋
、

庫
、
役
場
前
ゴ
ー
ル

四
、
種
目

2
個
人
戦

一
般
の
部
（
帯
梗
生
を
含
む
）
申

信
用
金
庫
、
三
ツ
瑠

学
生
の
部
と
す
る
。

分
館
対
抗
と
ー
同
一
分
館
上
壁
二
五
、
参
加
資
格

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
迫
る
目

名
の
選
手
の
合
計
タ
イ
ム
を
以
て
　
町
内
居
住
者
、
叉
は
町
内
へ
通
勤
、

順
位
を
決
め
る
。
し
だ
が
つ
て
一
　
通
学
者
に
限
る
。

分
館
よ
里
二
名
以
上
川
場
を
希
望
六
、
申
込
　
十
二
月
十
日
ま
で
町
教

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
善
書
会
轟
席
へ

七
、
表
彰

－
団
体
戦
一
位
　
杯
、
舛
状
、
二

位
、
三
位
、
賞
状
の
み

2
個
人
戦
一
般
の
部
申
草
生
の
部

と
も
三
位
ま
で
賞
状
賞
品
を
、
四
、

五
位
に
は
賞
品
を
贈
る
。

八
、
主
催
町
公
民
館
水
巻
町
体

育
協
会
水
車
附
帯
年
団
協
精
会

※
備
考
　
こ
の
大
会
出
場
選
手
の
中
か

ら
昭
和
三
十
四
年
一
月
開
僻
予
定
の

第
七
回
遺
賢
郡
町
村
対
石
駅
伝
の
当

町
代
表
選
草
を
選
考
す
る
。

以
上
四
部
と
し
て
各
皇
莞
患
い
、
次

の
成
績
を
お
さ
め
だ
。

一
般
の
月

一
位
　
水
巻
高
校

二
位
　
　
ク

三
位
　
　
第
一
砿
業
所
内

折
尾
高
校

中
学
生
　
男

一
位
、
二
位
、
三
位
総
べ
て
水
中

ク

　

女

一
位
　
甫
中
学
校

二
位
　
水
草
中
学
校

三
位
　
南
中
学
校

一
般
Ａ
級
（
リ
ー
グ
戦
）

一
位
　
迫
口
君
、
宕
陣
容

中
島
君
、
曽
村
胃

川
田
君
、
新
宅
君
（
父
）

梓
羽
官
、
新
宅
常
（
子
）

二
号
の
第
九
条
の
規
定
）
に
基
く
も
の

で
あ
り
ま
す
。

名
称
は
、
三
塁
松
原
萄
猟
区
で
地
域

は
上
の
略
図
の
通
り
で
、
遠
賀
村
と

岡
垣
村
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

尚
、
同
国
毅
禁
猟
区
は

足
電
山
遊
猟
区

小
倉
市
民
立
山
一
円

高
良
山
禁
猟
区

久
留
米
市
御
井
町
、
等
が
今
次

告
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
猟
期
間
は

1
三
曳
松
原
区
域
－
五
ケ
年
間

昭
和
三
十
三
年
丁
月
十
日
か
ら

ク
　
三
十
八
年
十
月
九
日
ま
で

2
足
Ⅶ
山
区
域
－
五
ヶ
年
聞

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
十
五
日
か
ら

ク
　
三
十
八
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

3
高
良
山
区
域
－
十
ケ
年
間

旧
型
二
十
三
年
十
月
五
日
か
ら

ク
　
四
十
三
年
十
月
四
日
ま
で

こ
の
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、
鳥
獣
鞘
も

繁
殖
し
た
暁
に
は
、
狩
猟
愛
好
家
の
間

で
音
ば
れ
る
事
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

御
　
　
礼

去
る
十
一
月
二
十
七
日
、
亡
夫
故

丸
山
斯
殿
葬
儀
に
あ
た
り
香
典
返

し
と
し
て
未
亡
人
カ
ス
ヱ
横
よ

旦
町
社
協
碍
祉
資
金
と
し
て
金

一
封
を
御
寄
附
摺
き
ま
し
た
の

で
、
会
員
の
皆
様
へ
御
紹
介
し
、

尚
、
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
御
礼
申

し
ま
す
。

（
水
巻
的
社
会
福
祉
協
議
会
）

．
ｑ
Ｊ
ヽ
一
㌧
卜
Ｈ
声
亦
へ
し
＼
Ｆ
Ｌ
と
　
ヽ
レ
り
Ｐ
ｌ
一
く
フ


